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報道関係者各位                                 

 

 

 

 

愛知県芸術劇場・SPAC（静岡県舞台芸術センター）共同企画 

 

 

 

拝啓 時下ますます御健勝のこととお慶び申し上げます。平素は当財団に対しまして格別のご高配

を賜り、厚く御礼申し上げます。 

さて、愛知県芸術劇場がプロデュースし、静岡県舞台芸術センター（以下 SPAC）と初めて行う共

同企画『寿歌』の公演に先立ち、制作記者会見を下記の要領にて開催したいと存じます。記者会見には、

愛知県在住の日本を代表する劇作家・北村想と SPAC 芸術総監督・演出家の宮城聰の両名が登壇

します。 

ご多用の折とは存じますが、何卒ご出席を賜りますよう宜しくお願い致します。                          

敬 具 

……………………………………………………………………………………………………………………………    

記 

 

日       時   2018 年 1 月 29 日（月）14:00～15:00（受付:13 時 30 分〜） 

             

会     場   愛知芸術文化センター 7F 第 4 会議室  

（名古屋市東区東桜一丁目 13 番 2 号）※当日は地下1F楽屋口からお越しください。 

           

登   壇  者  北村 想 （『寿歌』著者） 

            宮城 聰 （演出家・静岡県舞台芸術センター（SPAC）芸術総監督） 

丹羽康雄（愛知県芸術劇場 館長） 

山本麦子（愛知県芸術劇場 プロデューサー） 

以  上 

 

 

 

 

 

 

北村 想 (作)・宮城 聰(演出) 制作記者会見のご案内 
 

2017 年 12 月 8 日（金） 

愛   知   県   芸   術   劇   場 

（公益財団法人愛知県文化振興事業団） 

広報・マーケティンググループ 

☎ 052-955-5506 

 

寿 歌 



 

 

 

- 登壇者の紹介 - 
 

作：北村 想 

1952年、滋賀県生まれ。愛知県在住の劇作家。70年、演劇師団「T.P.O師★団」を旗揚げし、「彗星 '86」を経

て「プロジェクト・ナビ」を主宰。名古屋を中心に劇団活動を行い、オリジナリティに秀でた劇作と魅力的な演出か

ら同世代や後進の表現者に影響を与えた。79 年に執筆した『寿歌』が第 25 回岸田國士戯曲賞最終候補に選ば

れた後、84 年に『十一人の少年』で第28回岸田國士戯曲賞を受賞。90 年には『雪をわたって…第二稿・月のあか

るさ』で紀伊國屋演劇賞個人賞を受賞するなど、自らの作・演出により日本における小劇場シーンを牽引してきた。 

94年開催の愛知芸術文化センター開館記念事業「プロジェクト・ナビ・プロデュース『岸田國士戯曲SHOW』」

では愛知県芸術劇場小ホールのオープニング上演を飾り、大きな反響を呼んだ。その後も同劇場の開館 10

周年記念事業や主催事業において、新作を書き下ろすなど、愛知芸術文化センターとの繋がりは深い。 

これまでの活動の功績が高く評価され、2004年、愛知県芸術文化選奨文化賞を受賞。12年、『寿歌－全四

曲－』（白水社）の出版を機に、『寿歌Ⅳ』を新たに執筆。これまで執筆した戯曲は約 200 作品。小説、ラジオドラ

マ、エッセイなど幅広く活動している。14年、『グッドバイ』で第17回 鶴屋南北戯曲賞を受賞。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

演出：宮城 聰 

1959 年、東京生まれ。演出家。SPAC-静岡県舞台芸術センター芸術総監督。東京大学で小田島雄志・渡

辺守章・日高八郎各師から演劇論を学び、90年「ク・ナウカ」旗揚げ。国際的な公演活動を展開し、 

同時代的テキスト解釈とアジア演劇の身体技法や様式性を融合させた演出で国内外から高い評価を得る。 

2007 年 4月、SPAC芸術総監督に就任。自作の上演と並行して世界各地から現代社会を鋭く切り取った

作品を次々と招聘、「世界を見る窓」としての劇場づくりに力を注いでいる。 

14 年 7 月、アヴィニョン演劇祭から招聘された『マハーバーラタ』の成功を受け、17 年、『アンティゴネ』を同

演劇祭のオープニング作品として法王庁中庭で上演。アジアの演劇がオープニングに選ばれたのは同演劇

祭史上初めてのことであり、世界に大きな反響を呼んだ。 

他の代表作に『王女メデイア』『ペール・ギュント』など。04年、第3回朝日舞台芸術賞受賞。05年、第2回アサ

ヒビール芸術賞受賞。 

 

 

 

 

 

 

 

 

(C）新 良太 



 

 

 
 
 

  

寿 歌 
北村 想(作)・宮城 聰(演出) 制作記者会見 

  

日 時:2018 年 1 月 29 日(月）14:00～15:00（受付：13 時 30 分～） 

会 場:愛知芸術文化センター7F 第 4 会議室 名古屋市東区東桜 1-13-2 

※当日は地下 1F 楽屋口からお越しください。 

   

 

記者会見 

 

 

□ご出席  ・  □ご欠席 
 

ご 芳 名  

ご 所 属  

ご 同 伴 者  

撮 影 内 容 
 スチール撮影  ビデオ撮影  その他（                   ） 

 なし                               ※○で囲んでください 

ご 連 絡 先 
 

連絡事項 
 

＊当日はお名刺を会場受付までお持ちください。 

＊ご出欠を本用紙にて(2018 年 1 月 22 日（月）)までにご連絡ください。 

                                                                

 

……………………………………………………………………………………………………………………… 
 

Aお申込み・お問合せ a  

愛知県芸術劇場（公益財団法人愛知県文化振興事業団） 
広報・マーケティング グループ 担当：武石 

                  TEL:052-955-5506（10:00～18:00） FAX:052-971-5541 

〒461-8525 名古屋市東区東桜 1-13-2  E-mail:mkt@aaf.or.jp 

 

Fax:052-971-5541 
 


